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１．はじめに 
室蘭工業大学・航空宇宙機システム研究センターで開発が進められている小型無人超音速機オ










図 1  インテーク風洞試験供試体モデル 
左：オリジナル側壁形状モデル右：45 °垂直側壁形状モデル 





試体と円筒風洞試験供試体モデルの抗力差 Dintake，インテークに流入する流入運動量 mair( V- Vexit)，
及びベース部抗力(pbase-p)Abaseから推算する．式(1)にインテーク外部抗力 Dextを示す． 








である．図 2は JAXA/ISAS における風洞試験の準備作業風景とオリジナルの様子を示している．  
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